
「
全
国
労
働
力
支
援
協
議
会
」設
立（
耕
種
総
合
対
策
部
）

県内特別支援学校へ県産イチゴと
トマト贈呈（栃木県本部）

「クローズド・ループ・リサイクル」開始
（耕種資材部）

「ニッポンエール 長野県産りんご」
新発売（営業開発部）

令和3年度　各事業の主な取り組み（5）
総合エネルギー事業／くらし支援事業／
フードマーケット事業

海外拠点便り
（Ｔ・Ｊ・Ｃ・ケミカル株式会社）

「東北六花」がソーシャルプロダクツ賞
受賞（全農東北プロジェクト）

里海米で醸した海中熟成酒
「里海の環」水揚げ（岡山県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　おいらせ元気やさい（青森県）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

6 

7
面

4

5

82

3

貧困と食品ロス解決へ各地で食料支援（6-7面）

SDGs貢献活動

貧困と食品ロス解決へ各地で食料支援
（各県本部）
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「クローズド・ループ・リサイクル」を開始（3面）

ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
賞
を
受
賞
し
た

「
東
北
六
花
」（
8
面
）

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから



厚
生
労
働
省
な
ど
協
力
機
関
が

参
加
し
ま
し
た
。主
な
活
動
内
容

と
し
て
、
①
農
業
へ
の
多
様
な

人
材
の
活
用
促
進
②
農
業
以
外

の
他
産
業
と
の
連
携
促
進
③
後

継
者
誘
導
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
促
進
―
を
目
指
し
、
課
題

の
共
有
と
解
決
に
向
け
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
他
産
業
・
一
般
の

方
々
に
向
け
て
、
①
農
業
へ
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
農
業
参
加

を
訴
求
す
る
こ
と
②
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
連
携
に
よ
る
農
作
業

請
負
の
取
り
組
み
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
―
な
ど
を
目
的
に
、

「
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
農
的
生
活

を
１
割
取
り
入
れ
ま

せ
ん
か
？
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に「
91
農
業
」を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と

し
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
し
、Ｐ
Ｒ
活
動
を

開
始
し
ま
す
。

News!

「全国労働力支援協議会」設立
農業関係人口の増加目指し「91農業」スタート

　
全
農
は
3
月
4
日
、全
国
に
設
置
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
別
労
働
力
支
援

協
議
会
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、「
全
国
労
働
力
支
援
協
議
会
」を
設
立

し
ま
し
た
。農
業
関
係
人
口
増
に
向
け
て「
91
農
業
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
と
し
た
P
R
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
地
方
創
生（
地

域
活
性
化
）に
向
け
た
、農
業
労

働
力
支
援
に
よ
る
農
村
部
へ
の

人
口
流
動
、
次
世
代
の
担
い
手

確
保
の
全
国
的
な
検
討
・
実
践

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　
設
立
総
会
に
は
、
協
議
会
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
全
国
6
ブ

ロ
ッ
ク（
北
海
道
・
東
北
・
関

東
甲
信
越
・
北
陸
東
海
近
畿
・

中
国
四
国
・
九
州
）の
労
働
力
支

援
協
議
会
会
長
、全
中
、全
共
連
、

農
林
中
金
、全
農
の
他
、パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
内
閣
官
房
、農
林
水
産
省
、

「
91
農
業
」ロ
ゴ
マ
ー
ク

し
い
イ
チ
ゴ
と
ト
マ
ト
を
贈
呈

い
た
だ
き
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
イ
チ
ゴ
、
ト

マ
ト
と
い
っ
た
栃
木
県
の
名
産

品
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
強
い
体
を
作
っ

て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
し
た
イ
チ
ゴ
と
ト
マ
ト

は
2
月
18
日
の
給
食
で
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

News!

県内特別支援学校へ県産イチゴとトマトを贈呈
学校給食で提供 栃木県本部

　
栃
木
県
本
部
と
栃
木
い
ち
ご
消
費
宣
伝
事
業
委
員
会
、栃
木
ト
マ

ト
消
費
宣
伝
事
業
委
員
会
は
2
月
17
日
、県
内
の
特
別
支
援
学
校
へ

栃
木
県
産
の
イ
チ
ゴ
と
ト
マ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。毎
年
食
育
の
一

環
と
し
て
農
産
物
を
贈
呈
し
て
お
り
、
イ
チ
ゴ
は
27
回
目
、
ト
マ
ト

は
18
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
池
田
佳
正
県
本
部
長

と
中
村
昌
文
副
本
部
長
か
ら
、

県
立
の
ざ
わ
特
別
支
援
学
校
の

小
野
幸
男
校
長
へ
、
イ
チ
ゴ
と

ト
マ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
池
田
県
本
部
長
は「
生
徒
の

皆
さ
ん
に
は
家
庭
で
も
た
く
さ

ん
食
べ
て
、
県
産
食
材
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ

つ
し
、小
野
校
長
は「
毎
年
お
い

小
野
校
長
に
イ
チ
ゴ
を
贈
る
池
田
県

本
部
長

栃
木
県
産
イ
チ
ゴ
と
ト
マ
ト
を
贈
呈

耕種総合対策部
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タ
ー
㈱
は
、
全
国
か
ら
仕
入
れ

た
青
果
物
を
量
販
店
や
生
協
な

ど
へ
販
売
す
る
際
に
小
分
け
包

装
も
行
っ
て
お
り
、
同
社
の
セ

ン
タ
ー
で
不
要
と
な
っ
た
段

ボ
ー
ル
古
紙
が
年
間
3
0
0
0

㌧
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
か
ら
排
出

さ
れ
る
段
ボ
ー
ル
古
紙
が
国
内

製
紙
工
場
に
確
実
に
循
環
さ
れ

る
よ
う
、
排
出
先
や
数
量
を
認

識
す
る
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
古
紙
回
収

業
者
・
製
紙
メ
ー
カ
ー
で
は
、

原
料
古
紙
が
同
業
他
社
へ
流
出

す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
安
定

仕
入
れ
が
担
保
さ
れ
る
形
と
な

り
ま
す
。

　
今
後
、
他
の
全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
も
ク

ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
輪
を
広
げ
、
さ
ら
な
る

段
ボ
ー
ル
箱
の
安
定
供
給
に
努

め
ま
す
。

News!

「クローズド・ループ・リサイクル」を開始
段ボール古紙の国内循環維持目指す

　
全
農
は
貴
重
な
国
内
資
源
で
あ
る
段
ボ
ー
ル
古
紙
の
国
外
流
出
を

抑
制
し
、
国
内
古
紙
循
環
の
仕
組
み
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

本
会
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
排
出
さ
れ
る
使
用
済
み
段
ボ
ー
ル
箱
の

「
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ
・
リ
サ
イ
ク
ル
」の
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
段
ボ
ー
ル
古
紙
を
主
原
料
と

し
て
製
造
さ
れ
る
段
ボ
ー
ル
箱

は
、
古
紙
循
環
の
仕
組
み
が
確

立
し
て
お
り
回
収
率
が
95
％
以

上
と
高
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
優

等
生
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、e
コ
マ
ー
ス
向
け
宅
配

量
の
拡
大
な
ど
で
世
界
的
に
原

料
古
紙
需
要
が
高
ま
る
中
、
段

ボ
ー
ル
古
紙
や
段
ボ
ー
ル
原
紙

の
輸
出
が
増
加
し
、国
内
段
ボ
ー

ル
古
紙
資
源
の
減
少
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
Ｊ
Ａ
全
農
青
果
セ
ンクローズド・ループ・リサイクルの概要図

速
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
販
売
の

伸
び
悩
み
と
い
っ
た
問
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
リ
ン
ゴ
収
穫

量
が
全
国
第
2
位
を
誇
る
長
野

県
の
リ
ン
ゴ
農
家
も
同
様
で
、

自
然
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害

や
後
継
者
不
足
な
ど
を
要
因
と

し
て
一
部
の
農
家
は
廃
業
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、

2
0
2
0
年
の
リ
ン
ゴ
生
産
量

は
過
去
20
年
で
2
割
以
上
減
っ

て
い
ま
す
。製
品
を
通
じ
て
、改

め
て
長
野
県
産
リ
ン
ゴ
の
お
い

し
さ
と
魅
力
を
全
国
に
お
届
け

し
、
生
果
の
販
売
拡
大
に
も
つ

な
げ
る
こ
と
で
、
長
野
県
の
リ

ン
ゴ
農
家
を
応
援
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

News!

「ニッポンエール 長野県産りんご」新発売
伊藤園との「ニッポンエールプロジェクト」共同開発第４弾 営業開発部

　
全
農
は
、
農
業
支
援
の
新
し
い
取
り
組
み「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
第
四
弾
と
し
て
、
清
涼
飲
料
水「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー

ル 

長
野
県
産
り
ん
ご
」を
商
品
開
発
し
ま
し
た
。共
同
開
発
を
行
っ

た
㈱
伊
藤
園
よ
り
3
月
14
日
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
全

国
か
ら
届
け
ら
れ
る
日
本
産
の

た
べ
も
の
に
、
そ
し
て
ニ
ッ
ポ

ン
に
、
こ
こ
か
ら
エ
ー
ル
を
お

く
ろ
う
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

下
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売
先
と
協

力
し
て
、
国
産
農
畜
産
物
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
展
開
し
、
商
品
を
通

じ
て
産
地
を
応
援
し
て
い
こ
う

と
い
う
活
動
で
す
。
伊
藤
園
と

は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指

す「
農
業
の
持
続
性
を
高
め
、国

産
農
作
物
の
お
い
し
さ
や
品
質

の
良
さ
を
広
め
て
い
き
た
い
」と

い
う
思
い
を
共
に
し
、
今
回
が

第
四
弾
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
現
場
で
は
高
齢
化
の
加

長
野
県
産
リ
ン
ゴ
の
爽
や
か
な
香
り
と
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味

わ
い
が
楽
し
め
る「
ニッ
ポ
ン
エ
ー
ル 

長
野
県
産
り
ん
ご
」

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

専
用
サ
イ
ト
は

こ
ち
ら

耕種資材部
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総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
／
く
ら
し
支
援
事
業
／
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業

令
和
3
年
度

各
事
業
の
主
な
取
り
組
み
第
5
回

令
和
3
年
度
に
全
農
が
各
事
業
で
展
開
し
た
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す（
全
5
回
）。

　J
A
グ
ル
ー
プ
の
営
農
関
連
施
設
や
事
業
所
な
ど
の
施
設
向
け

に
平
成
28
年
8
月
か
ら
開
始
し
た
電
力
供
給
を
、「
J
A
で
ん
き
」

と
し
て
新
た
に
商
標
登
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員
の
営
農
・

生
活
コ
ス
ト
削
減
を
目
的
と
し
て
、
平
成
30
年
12
月
か
ら
は
組
合

員
の
営
農
・
家
庭
向
け
電
力
の
供
給
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
39
都
府
県
1
4
0
J
A
で
家
庭
向
け
J
A
で
ん
き
の
取
り
扱
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
、
国
が
推
進
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に
向
け

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
拡
大
や
、

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」の
実
現
に
向

け
た
地
産
地
消
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導

入
・
機
械
の
電
動
化
・

化
石
燃
料
を
使
用
し
な

い
施
設
園
芸
へ
の
移
行

な
ど
、
農
業
分
野
で
の

電
化
が
急
速
に
進
む
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　引
き
続
き
、
J
A
で

ん
き
の
一
層
の
普
及
拡

大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

営
農
・
家
庭
向
け

「
J
A
で
ん
き
」の
普
及
拡
大

　e
コ
マ
ー
ス
事
業
で
は
、
産
地
直
送
通
販
サ
イ
ト「
J
A
タ
ウ

ン
」の
販
売
拡
大
に
向
け
て
、
出
店
す
る
各
シ
ョ
ッ
プ
の
品
ぞ
ろ

え
強
化
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト（
S
N
S
）や
メ
デ
ィ

ア
を
積
極
的
に
活
用
し
た
情
報
発
信
に
よ
る
集
客
強
化
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ゴ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
新
や
、

T
V
C
M
な
ど
の
P
R
施
策
強
化
を
行
い
、
さ
ら
な
る
サ
イ
ト

訪
問
者
数
や
会
員
数
、
取
扱
額
の
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　飲
食
事
業
で
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
各
店
舗

で
の
感
染
防
止
対
策

に
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、
産
地
と
連
携

し
た
フ
ェ
ア
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
国

産
農
畜
産
物
の
消
費

拡
大
と
魅
力
発
信
に

積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
と
提
携

し
、「
和
牛
と
ご
は
ん

焼
肉
じ
ゅ
ん（
大

阪
）」「
み
の
り
み
の

る
チ
キ
ン（
東
京
）」な

ど
の
新
業
態
店
舗
の

出
店
も
行
い
ま
し
た
。

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
部

　地
域
と
く
ら
し
の
支
援
課
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
山

崎
製
パ
ン
、
全
日
本
食
品
な
ど
の
企
業
と
提
携
し
、
J
A
購
買

店
舗
の
維
持
と
活
性
化
の
た
め
、
店
舗
の
立
地
や
規
模
に
応
じ

た
業
態
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
12
月
末
時
点
で

2
9
6
の
J
A
店
舗
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　農
産
物
直
売
所
に
つ
い
て
は
、
集
客
拡
大
対
策
と
し
て
イ
ン

ス
ト
ア
ベ
ー
カ
リ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
マ
シ
ン
の
導
入
を
進
め
て
い
ま

す
。　店

舗
事
業
課
で
は
、
農
産
物
直
売
所
と
A
コ
ー
プ
店
舗
を
一

体
化
し
た「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

型
店
舗
」の
出
店
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新

規
出
店
と
既
存
店
の
業

態
転
換
で
4
店
舗
を
出
店

し
、
現
在
全
国
で
36
店

舗
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
は
長
野
県

の「
A
・
コ
ー
プ
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
佐
久
平
店
」を
は

じ
め
、
群
馬
県
・
福
岡

県
で
計
3
店
舗
の
出
店
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
支
援
事
業
部

イ
ン
ス
ト
ア
ベ
ー
カ
リ
ー

Ｊ
Ａ-

Ｓ
Ｓ
で
の
Ｊ
Ａ
で
ん
き
診
断
会

地
域
の
く
ら
し
へ
の
貢
献
と

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
型
店
舗
の
拡
大
に
よ
る

国
産
農
畜
産
物
販
売
強
化
の
取
り
組
み

「JAタウン」テレビCMの1コマ
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　T
･
J
･
C
･
ケ
ミ
カ
ル
㈱

は
日
本
・
タ
イ
間
の
協
同
組
合

運
動
の
象
徴
と
し
て
、
1
9
7

0
年
に
合
弁
会
社
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
タ
イ
側
は

A
C
F
T（
タ
イ
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
）、
日
本
側
は
農

薬
メ
ー
カ
ー
の
ク
ミ
ア
イ
化
学

工
業
㈱
お
よ
び
全
農
の
グ
ル
ー

プ
会
社
が
出
資
し
て
い
ま
す
。

　主
な
事
業
は
農
薬
の
製
造
、

販
売（
タ
イ
国
内
外
）お
よ
び

研
究
開
発
で
す
。
本
社
は
バ
ン

コ
ク
中
心
部
に
あ
り（
2
0

2
2
年
3
月
末
に
新
オ
フ
ィ
ス

に
移
転
予
定
）、
本
社
か
ら
北

に
約
1
2
0
㌔
・
車
で
約
2

時
間
の
ス
パ
ン
ブ
リ
県
に
研
究

所
、
南
東
に
約
35
㌔
・
車
で

約
50
分
の
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー

ン
県
に
工
場
を
構
え
て
い
ま
す
。

総
勢
約
1
7
0
人
の
会
社
で
、

若
い
営
業
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
活

気
が
あ
り
ま
す
。

　タ
イ
の
農
業
は
日

本
と
同
様
に
水
稲
が

主
要
作
物（
20
年
輸

出
数
量
は
イ
ン
ド
に

次
ぐ
世
界
第
2
位
）

で
す
が
、
タ
イ
は
ト

ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
の

大
産
地
で
も
あ
り
、

特
に
近
年
は
ド

リ
ア
ン
、
マ
ン

ゴ
ー
、
龍
眼
な

ど
の
輸
出
用
高

級
フ
ル
ー
ツ
の

栽
培
も
盛
ん
で
す
。
グ
ァ
バ
、

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
は
年

中
流
通
し
て
い
ま
す
が
、
お
す

す
め
は
マ
ン
ゴ
ー
で
す
。
特
に
3

月
ご
ろ
か
ら
旬
を
迎
え
る
マ
ハ

チ
ャ
ノ
種
は
、
少
し
果
皮
が
赤

く
、
香
り
が
強
く
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
酸
味
が
特
徴
で
す
。
日
本

か
ら
も
お
取
り
寄
せ
で
き
ま
す

の
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。

T･

J･

C･ 

ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

農
薬
の
製
造
･
販
売
や
研
究
開
発
を
担
う

　タイは麺天国です。米の麺「クイッティアオ」
は細い順に「センミー」、「センレック」、「センヤイ」
と呼ばれます。おすすめは、最も幅が広いセン
ヤイを使った「パット（炒める）シーユー（しょうゆ）」
です。モチモチの麺、シャキシャキのカイラン（ケー
ル）、豚肉などを2種類の少し甘いタイしょうゆで
甘辛く味付けします。センレックを使った王道の
「パッタイ（タイ風焼きそば）」もおすすめです。

イチオシ現地食ス タ ッ フ に 聞 く

新オフィスが入るビル

ロ
ン
ガ
ン

上；営業スタッフと 下；在庫棚卸時、工場スタッフと

近くのフードコートで昼食をとる職員。パッタイも人気
センヤイを使ったパットシー
ユー・ムー（豚肉）

センレックを使ったパッタ
イ・ガイ（鶏肉）
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貧困と食品ロス解決へSDGs
貢献活動

各地で進む食料支援
　全農はSDGsに貢献する取り組みの一環として、フードバンクや子ども食堂などへの支援を行っています。コ
ロナ禍による困窮も発生する現在、ますます重要な活動となっています。「生産者と消費者を安心で結ぶ懸け
橋になります」という経営理念の通り、生産者と食料を必要とする人 を々つなぐ活動が各地で行われています。

　茨城県本部は1月29日、コロナ禍で生活が困
窮している学生の支援を目的に、市民ボランティ
アの「学生支援プロジェクト」を通じて茨城大学へ
ハクサイ約300玉を贈りました。贈ったハクサイは、
県本部の試験圃場で品質比較試験のために栽培
したものです。他にも「フードバンク茨城」へ精米
を提供するなど、積極的に支援を進めています。

コロナ禍で困窮する学生を支援
試験圃場のハクサイ寄贈

茨城県本部

試験圃場で栽培したハクサイを寄贈

ほじょう

　群馬県本部は、「フードバンク北関東」を通じて
JA利根沼田のレタス、ＪＡ嬬恋村のキャベツ、JA佐
波伊勢崎・JA邑楽館林のハクサイを無償提供し
ました。子ども食堂や福祉施設、生活困窮者支
援団体などに引き渡されており、一人親世帯にも
好評です。今後もJAと協力し、フードロス削減な
どに取り組んでいきます。

国の緊急需給調整事業を活用し
フードバンクへ寄贈

群馬県本部

フードバンクへ提供する野菜の引き渡し

　福岡県本部の営農部門では、「福岡県フードバ
ンク」協議会の正会員として行政や県内団体と連
携し、「安定的で持続可能な地産地消型の食品ロ
ス削減システム」の構築に取り組んでいます。
　また、園芸部門では昨年度5月から国の緊急
需給調整事業を活用し、子ども食堂や福祉団体
などへリーフレタスの供給を行いました。 

県内団体と連携し困窮者支援と
食品ロス削減に貢献

福岡県本部

各地のJA拠点よりフードバンクへ引き渡し

　鳥取県本部は、鳥取県と連携して県内の子ども
食堂17カ所へ食材を提供しました。今回提供し
た食材は、本県本部と取引のある農事組合法人
「八頭船岡農場」のキャベツです。子ども食堂で提
供している料理やお弁当に使われており、いろい
ろなおかずに万能に使える食材の提供に感謝の
言葉をいただきました。

鳥取県内の子ども食堂へ食材を提供
鳥取県本部

提供したキャベツが使われたお弁当（一例）

地産地消。子ども食堂などへ
県産野菜を提供

新潟県本部 子
ど
も
食
堂
で
提
供
さ
れ
た

「
た
ま
ね
ぎ
た
っ
ぷ
り
夏
野
菜
カ
レ
ー
」

　新潟県本部は昨年６月中旬から１１月下旬まで、園
芸実証ハウスや県本部選果施設で収穫・選別したタ
マネギ、ミニトマト（アンジェレ）、パプリカを子ども食
堂やフードバンクなど12団体へ提供しました。
　地産地消の取り組みの一つとして、丹精込めて生産
された県産野菜を一人でも多くの消費者へお届けでき
るよう、今後も活動を継続していきます。

フードバンクへ「もち米」寄付大阪府本部
　大阪府本部は昨年12月、餅つきの時期に合わせ
て「もち米」を「ふーどばんくＯＳＡＫＡ」へ寄付しまし
た。ふーどばんくOSAKAは貧困問題や食品ロス削
減に取り組むとともに受け手の食育につなげることを
目標とする組織です。子ども食堂などを通じて食品

を必要とする人へ届けられ、過去にはお茶やゴマな
ども寄付しています。
　大阪府本部は、ＳＤＧｓの目標を達成するため、今
後もフードバンク支援に取り組んでいきます。

山田錦パックご飯と県産米を寄贈
兵庫県本部

　兵庫県本部は認定ＮＰＯ法人「フードバンク関西」を
通じて、酒米生産者応援のために開発した「山田錦パッ
クご飯（非売品）」や兵庫県産米を贈りました。「パック
ご飯は、子どもたちが自分たちだけでもお昼ご飯に温
めて手軽に食べられるので、とても喜ばれます」と好
評をいただいています。

寄贈品は「夏休み生活困窮子育て世帯応援食品パック」の一部に活用
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貧困と食品ロス解決へSDGs
貢献活動

各地で進む食料支援
　全農はSDGsに貢献する取り組みの一環として、フードバンクや子ども食堂などへの支援を行っています。コ
ロナ禍による困窮も発生する現在、ますます重要な活動となっています。「生産者と消費者を安心で結ぶ懸け
橋になります」という経営理念の通り、生産者と食料を必要とする人 を々つなぐ活動が各地で行われています。

　茨城県本部は1月29日、コロナ禍で生活が困
窮している学生の支援を目的に、市民ボランティ
アの「学生支援プロジェクト」を通じて茨城大学へ
ハクサイ約300玉を贈りました。贈ったハクサイは、
県本部の試験圃場で品質比較試験のために栽培
したものです。他にも「フードバンク茨城」へ精米
を提供するなど、積極的に支援を進めています。

コロナ禍で困窮する学生を支援
試験圃場のハクサイ寄贈

茨城県本部

試験圃場で栽培したハクサイを寄贈

ほじょう

　群馬県本部は、「フードバンク北関東」を通じて
JA利根沼田のレタス、ＪＡ嬬恋村のキャベツ、JA佐
波伊勢崎・JA邑楽館林のハクサイを無償提供し
ました。子ども食堂や福祉施設、生活困窮者支
援団体などに引き渡されており、一人親世帯にも
好評です。今後もJAと協力し、フードロス削減な
どに取り組んでいきます。

国の緊急需給調整事業を活用し
フードバンクへ寄贈

群馬県本部

フードバンクへ提供する野菜の引き渡し

　福岡県本部の営農部門では、「福岡県フードバ
ンク」協議会の正会員として行政や県内団体と連
携し、「安定的で持続可能な地産地消型の食品ロ
ス削減システム」の構築に取り組んでいます。
　また、園芸部門では昨年度5月から国の緊急
需給調整事業を活用し、子ども食堂や福祉団体
などへリーフレタスの供給を行いました。 

県内団体と連携し困窮者支援と
食品ロス削減に貢献

福岡県本部

各地のJA拠点よりフードバンクへ引き渡し

　鳥取県本部は、鳥取県と連携して県内の子ども
食堂17カ所へ食材を提供しました。今回提供し
た食材は、本県本部と取引のある農事組合法人
「八頭船岡農場」のキャベツです。子ども食堂で提
供している料理やお弁当に使われており、いろい
ろなおかずに万能に使える食材の提供に感謝の
言葉をいただきました。

鳥取県内の子ども食堂へ食材を提供
鳥取県本部

提供したキャベツが使われたお弁当（一例）

地産地消。子ども食堂などへ
県産野菜を提供

新潟県本部 子
ど
も
食
堂
で
提
供
さ
れ
た

「
た
ま
ね
ぎ
た
っ
ぷ
り
夏
野
菜
カ
レ
ー
」

　新潟県本部は昨年６月中旬から１１月下旬まで、園
芸実証ハウスや県本部選果施設で収穫・選別したタ
マネギ、ミニトマト（アンジェレ）、パプリカを子ども食
堂やフードバンクなど12団体へ提供しました。
　地産地消の取り組みの一つとして、丹精込めて生産
された県産野菜を一人でも多くの消費者へお届けでき
るよう、今後も活動を継続していきます。

フードバンクへ「もち米」寄付大阪府本部
　大阪府本部は昨年12月、餅つきの時期に合わせ
て「もち米」を「ふーどばんくＯＳＡＫＡ」へ寄付しまし
た。ふーどばんくOSAKAは貧困問題や食品ロス削
減に取り組むとともに受け手の食育につなげることを
目標とする組織です。子ども食堂などを通じて食品

を必要とする人へ届けられ、過去にはお茶やゴマな
ども寄付しています。
　大阪府本部は、ＳＤＧｓの目標を達成するため、今
後もフードバンク支援に取り組んでいきます。

山田錦パックご飯と県産米を寄贈
兵庫県本部

　兵庫県本部は認定ＮＰＯ法人「フードバンク関西」を
通じて、酒米生産者応援のために開発した「山田錦パッ
クご飯（非売品）」や兵庫県産米を贈りました。「パック
ご飯は、子どもたちが自分たちだけでもお昼ご飯に温
めて手軽に食べられるので、とても喜ばれます」と好
評をいただいています。

寄贈品は「夏休み生活困窮子育て世帯応援食品パック」の一部に活用
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おいらせ元気やさい

　青森県三沢市・六戸町の豊かな自然の下で育ったナガ
イモです。色白で粘りが強くあくが少ないため、とろろはも
ちろん、お好み焼きやソテー、すいとんにスムージーまで
幅広い料理で活躍します。
　ナガイモを栽培するには、地中深くに伸びていくための
軟らかい土が必要です。JAおいらせの管内には下層土に
小石などが含まれない土壌が多く、ナガイモをはじめ、ダ
イコン、ゴボウ、ニンジン、ニンニクといった根菜類の栽
培が盛んに行われています。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらからながいも Ａ品 約５㎏（４～６本入り）……3240円（税込み）

JA全農のインターネットショッピングモール

里海米で醸した日生海中
熟成酒「里海の環」水揚げ
瀬戸内かきがらアグリ事業の一環

　岡山県本部が事務局を務める「瀬戸内かきがらアグリ推進協議
会」は2月14日、「里海米 雄町」で醸造した日生海中熟成酒「里海
の環」の水揚げ式を備前市日生町で開催しました。   【岡山県本部】

さとうみひなせ

わ

　海中熟成をした「里海の環」は、愛媛県の酒造会社である梅錦
山川㈱が「里海米 雄町」で醸造した日本酒です。「里海米」は、カ
キがら資材を土壌改良材として田んぼにまいてできたお米で、「雄
町」は生産量の約95％を岡山県産が占める酒造好適米です。
　3回目となる今年は、昨年12月16日に沈水式を行い、「里海の環」
240本を瀬戸内海でカキ筏につるし、約2カ月間熟成させていまし

た。海中では波の揺れによって地上の約10倍の速さで熟成が進み、
まろやかな味わいになると言われています。
　今回水揚げされた日本酒は「日生海中熟成酒『里海の環』」とし
て、数量限定で3月中旬にイオンスタイル岡山とイオンスタイル松
山で販売を予定しています。

　全農東北プロジェクトと㈱シフラのコラボレーション商品「東北六花」
が「ソーシャルプロダクツ・アワード2022」で「ソーシャルプロダクツ賞」
を受賞しました。　　　　　　　　　　             【全農東北プロジェクト】

海中熟成酒水揚げ
水揚げされた海中熟成酒
「里海の環」（備前市で）

「東北六花」がソーシャルプロダクツ賞を受賞
新しい形での需要喚起と
生産者支援の取り組みが評価

　「東北六花」は令和2年12月に、東北の
花き生産者の支援と東北の花きの消費拡
大を目指して、販売をスタートしました。今
回のアワードにノミネートされた商品の中で
もコロナ禍で花き消費が低迷する中、新し
い形で需要喚起をしようという姿勢と生産
者支援の取り組みへの功績を評価いただき

ました。
　東北の花き生産者と消費者をつなぐ東北
六花は４種のサイズ（POST・S・M・L）
があります。届いた花をそのまま飾ることも、
自分でアレンジして楽しむこともできるので、
この商品を通じて東北の四季を感じていた
だけるよう、心を込めてお届けしています。

発行／全国農業協同組合連合会　2022年（令和4年）3月14日発行（毎週月曜日発行）
第3388号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

休刊のお知らせ
3月21日号は休刊いたします。
次は3月28日号です。

「
全
国
労
働
力
支
援
協
議
会
」設
立（
耕
種
総
合
対
策
部
）

県内特別支援学校へ県産イチゴと
トマト贈呈（栃木県本部）

「クローズド・ループ・リサイクル」開始
（耕種資材部）

「ニッポンエール 長野県産りんご」
新発売（営業開発部）

令和3年度　各事業の主な取り組み（5）
総合エネルギー事業／くらし支援事業／
フードマーケット事業

海外拠点便り
（Ｔ・Ｊ・Ｃ・ケミカル株式会社）

「東北六花」がソーシャルプロダクツ賞
受賞（全農東北プロジェクト）

里海米で醸した海中熟成酒
「里海の環」水揚げ（岡山県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　おいらせ元気やさい（青森県）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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7
面

4

5

82

3

貧困と食品ロス解決へ各地で食料支援（6-7面）

SDGs貢献活動

貧困と食品ロス解決へ各地で食料支援
（各県本部）

2022 3.14vol.992

「クローズド・ループ・リサイクル」を開始（3面）

ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
賞
を
受
賞
し
た

「
東
北
六
花
」（
8
面
）

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから
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